
令和８年度　横浜市港北図書館の目標一覧

具体的取組内容（想定業務量）

・地域在住の絵本作家の協力による原画展・講演会の
実施（5月）等

・パネル展示の内容と連動した図書展示の実施（6
回）、内装リノベーションに伴う展示スペースの刷新
（3月）

・小・中学校長会、学校司書研修を通した学校向けプ
ログラムの周知（6月）

・自然環境等に関するパネル展示・図書展示の実施
（３回）

・港北区本との出会いマップの更新（2月）等

・福祉・医療関連として80冊、定評あるマンガ130冊

・100冊

・一般書・児童書あわせて1,000冊

・50冊

・200冊

・親子向けのイベント実施時の絵本セットのＰＲ（26
回）

・定例おはなし会の実施（年62回）

・小学生向けの工作会の実施（7月）、子ども司書講
座（7月）

・リノベーション工事竣工（３月）

・連絡会等の実施（週１回）

・館内の巡回（毎日）

・職場内レファレンス研修の実施（3回）

・パネル展等の実施（３回）

・港北区内の写真パネル展示（４回）

・コーナーリニューアル（３月）

・窓口用タブレットの導入・運用（11月）

・サービス開始（３月）

・50冊

・読書バリアフリー体験ワークショップの実施（8
月）等

・申込があれば随時

・図書館で活動するボランティアとの懇談会の実施
（２回）

・関連研修の受講（１回）、職場内での意見交換（１
回）

・館内研修（８回）

目標

1

読書活動の推進

・地域の市民、団体と連携した企画事業等を実施します。

・図書館の蔵書をより効果的に魅せる展示を実施します。

・学校の読書活動を支える各種プログラムにより、学校と連携した読書活動推進に取り組みます。

・横浜グリーンエクスポ開催にむけた機運醸成のため、関連事業を実施します。

・港北区役所および区内読書関連施設等と連携して、地域の読書活動の支援に取り組みます。

3

子育て支援に向けた取組推進

・令和７年度に開始した乳幼児向け絵本セットについて、貸出促進を図ります。

・わらべうたや絵本の読み聞かせによって親子のコミュニケーションを図るための支援として、子どもと保護者
が楽しめるおはなし会を実施します。

・子どもの「知りたい」「創りたい」気持ちを引き出し、読書につなげる体験型イベントを実施します。

2

図書館資料の充実に向けた取組の実施

・内装リノベーションに伴って創出する、幅広い年齢層が集うインクルーシブなエリア(医療情報、大活字、
ティーンズ、マンガ等)の資料の充実を図ります。

・「日吉の本だな」での展示等の充実を図るため、一般書の小説等及び児童書の定番図書を購入します。また、
「横浜グリーンエクスポ」の常設展を新設し、関連図書を収集します。

・令和７年度に新設したりんごの棚の充実を中心に、障害や国籍に関わらず誰もが楽しめる資料を収集します。

・子どもの数が多い地域性を踏まえ、来館時に多様な本との出会いを楽しめるよう、児童書の量的充実を図りま
す。

・昨年度に引き続き、利用に比して所蔵冊数の少ない外国文学の充実に努めます。

5

本・ひと・まちがつながる図書館づくり

・相談カウンターでの情報リテラシー支援やレファレンスサービス向上に努めます。

・関係区局との連携により、障害者理解や介護予防等、身近な課題解決に向けた情報発信を行います。

・地域の魅力に出会える場づくりを進めるため、まちの⽂化・歴史を伝える事業を実施します。

・内装リノベーションに向けて、郷土に関する資料の整理を進め、港北まちの情報コーナーをリニューアルしま
す。

4

利用しやすい図書館環境の整備

・レイアウト変更や什器の刷新など、内装リノベーションを進めます。

・司書補助業務委託事業者と業務やサービスについての情報を共有し、図書館サービスの向上に努めます。

・職員が定期的に館内を巡回し、必要に応じて利用者への声かけや利用案内を行います。

6

デジタル技術の積極導入

・窓口での利用者登録手続きのオンライン化、ペーパーレス化を推進します。

・デジタル技術を活用した本棚共有サービスの提供について、検討・実施します。

7

読書バリアフリーへの理解の促進

・令和７年度に新設したりんごの棚の充実を中心に、障害や国籍に関わらず誰もが楽しめる資料を収集します。
（再掲）

・読書バリアフリーの普及・周知につながる取組を行います。

・対面朗読等の実施により、障害のある方の読書環境の整備に取り組みます。

8

司書の人材育成

・司書が企画・調整役として活躍できるよう、地域と連携・協働する力を育成します。

・蔵書の魅力を伝えるための展示等での企画力・演出力の向上を図ります。

・人材育成チーフを中心としたOJTに取り組みます。


